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に
か
ほ
市
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃

よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
て
御

支
援
・
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

仁
賀
保
高
校
は
、
仁
賀
保
町
・
金

浦
町
・
象
潟
町
の
旧
仁
賀
保
地
区
の

人
々
の
願
望
に
よ
り
、
昭
和
５２
年
に

全
日
制
課
程
普
通
科
の
高
等
学
校
と

し
て
設
置
さ
れ
、
今
年
で
創
立
４６
年

目
と
な
り
ま
す
。
平
成
３１
年
１
月
に

は
、
に
か
ほ
市
内
唯
一
の
高
等
学
校

と
し
て
、
に
か
ほ
市
と
地
域
連
携
協

定
を
結
び
、
に
か
ほ
市
と
の
連
携
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

に
か
ほ
市
は
、
南
極
探
検
家
の
白

瀬
矗
中
尉
や
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
創
業
者
で
あ

る
齋
藤
憲
三
氏
を
代
表
と
し
た
多
く

の
「
進
取
の
気
性
」
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
人
を
輩
出
し
た
地
域
で
あ
り
、
仁

賀
保
高
校
も
「
進
取
の
気
性
」
を
校

風
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
１５
年
度
か
ら
は
、
現
在
も
県

内
で
唯
一
の
情
報
系
学
科
で
あ
る

「
情
報
メ
デ
ィ
ア
科
」
が
新
設
さ
れ
、

情
報
社
会
に
対
応
す
る
人
材
の
育
成

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で

は
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
発
達
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

世
界
の
生
活
様
式
が
一
変
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
新
た
な
時
代
を
生

き
抜
き
、
社
会
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル

人
材
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
り
ま
す
。

秋
田
県
で
は
「
デ
ジ
タ
ル
教
育
　

未

来
へ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

が
今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
仁
賀
保

高
校
は
「
デ
ジ
タ
ル
探
究
コ
ー
ス
」

設
置
の
指
定
を
受
け
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
科
の
み
な
ら
ず
、
普
通
科
に
お
い

て
も
、
こ
れ
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
社
会

で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
人

材
の
育
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

校
歌
の
一
番
に
、
「
い
ざ
我
ら
　

仁
賀
保
生
　

世
の
光
な
る
　

人
た
ら

む
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
す
。
仁

賀
保
高
校
の
生
徒
に
は
、
地
域
課
題

の
解
決
に
参
画
し
、
に
か
ほ
市
と
仁

賀
保
高
校
の
未
来
を
共
に
切
り
拓
き
、

に
か
ほ
市
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
に
貢

献
し
て
世
の
中
の
人
を
幸
せ
に
す
る

こ
と
で
、
自
ら
が
幸
せ
な
人
生
を
生

き
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
自
然
豊
か
で
、
地
域
に
愛
さ
れ
る

学
校
で
、
こ
れ
か
ら
も
「
進
取
の
気

性
」
を
も
っ
て
世
の
中
に
貢
献
す
る

人
材
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
御
理
解
と
御
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

仁賀保高等学校

校長 佐々木誠
　令和４年度から仁賀
保高等学校校長に就任。
専門は理科（生物）。

■

　県内唯一の情報科があり、ネットワー

ク技術とデジタルコンテンツ制作を中心

に専門的に学ぶことができます。実習室

や iPadなど環境も恵まれていて、普通

科も電子黒板、Chromebookを用いた

ICTに力を入れた授業を受けられます。

　進学でも就職でも一人ひとりの進路希望に合わせて先生方が親身に指導します。

※過去３年間の進学先と就職先の詳細は仁賀保高校ＨＰで確認できます。

■

　仁賀保高校はにかほ市との連携協定を

結んでいて、地域での体験活動など行政

のさまざまなサポートを受けることがで

きます。ジオパークフィールド学習や高

校生が考え実行する地域創生活動などを

行っています。

■

　進学希望者には専門的な知識を深める

楽しさや志望校合格を目指した勉強の仕

方を教えます。主な進学先は国立大学や

私立大学、専門学校など。情報関係をは

じめ看護関係など社会が必要としている

人材を育成する学校に多くの生徒が進学

しています。

■

　就職希望者には自立した大人として社

会から求められる人材になれるよう、マ

ナー講座や資格取得指導なども充実して

います。主な就職先は県内企業。仁賀保

高校で培った技術を活かし、会社や社会

などさまざまな場面で即戦力として活躍

しています。

社

マ

て

保

会

躍

　デジタル探究Ｄａｙ
の授業の一環としてド
ローンの講義、実習を
しました。ドローンの
操縦やプログラミング
をとおして、デジタル
技術が地域の課題にど
のように役立つか案を
出し合いました。

　ボーカロイドを使
って、にかほ市の特
産品などを題材に作
詞・作曲に挑戦。昨
年度導入したパソコ
ンで効率よく作業を
進めました。

　システム系の授業
の一つであるネット
ワークの授業では、
ネットワークの仕組
みや設定方法を学び
ます。写真は実際に
コンピュータを使っ
てネットワークを構
築している様子です。

　コンピュータの応
答を考え、ＡＩによ
るプログラミングの
仕組みを理解し、デ
ジタル人材の育成を
目指します。

　情報メディア科は、秋田県の高校の中でも随
一の情報関係の設備や環境が整っています。授
業はＰＣや iPad を使用して行われています。
「面白そう！だけど機器に詳しくないなぁ…」
と不安に思った方、大丈夫です。先生方が丁寧
に教えてくれます。機器に詳しくない私もとて
も楽しく仲間と高校生活を送っています。

　仁賀保高校の授業は面白く、先生の話を聞き
逃さないようにしています。教科の提出物など
も多くありますが、毎回しっかり出せるよう頑
張っています。仁賀保高校はＩＣＴの設備がしっ
かりしているところや地域デジタル探究の授業
などで地域と関わる機会がたくさんあるところ
が良いと思います。

在 校 生 の 声 在 校 生 の 声


